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合には回転によって生じる熱や物理的衝撃で失活しない

細胞破砕の方法が要求される。研究の目的に応じて、研究

者の要求は多種多様だ。こうした様 な々要求に対し、同社

はオーダーメイドで機器を製作してきた。そして汎用性の

高いものだけがカタログに掲載され、販売される。同社の

製品は研究者の要求に応えてきたアイデアと技術力の結晶

とも言える。

今や、同社のホモジナイザーの利用分野は基礎研究の

分野に留まらない。その一例が医療分野だ。がん手術で

は、切除部位を決めるためにリンパ節への転移を確認する

必要がある。その際、組織からRNAを抽出して診断を行う

が、転移が進行しているリンパ節は堅くなるために破砕が

難しく、検査に時間と手間がかかってしまっていた。この操

作を手早く行える同社のホモジナイザー「ヒスコトロン」は、

小回りがきく製品群

同社の主力製品は、ホモジナイザーと発光分析装置であ

る。競合の多い製品ではあるが、同社は研究者のニーズに

合わせた小回りの良さで独自性を出してきた。

例えばホモジナイザーは、比較的柔らかい動物組織を破

砕する場合もあれば、細胞壁を持ち比較的硬い植物組織

や種子を破砕するなど、その用途は多岐にわたる。また、細

胞を破砕できればよいわけではなく、目的とする組織や物

質の破壊や失活を起こさずにサンプルを調製できることも

必要だ。細胞からゲノムDNAを得るのであれば、そのせん

断をなるべく少なく抑えることが望まれるし、RNAであれ

ば分解のリスクを下げるために極力短時間で細胞を破砕

することが望まれるだろう。また、細胞内の酵素を得る場

多様なニーズで作り上げたヒストコロン
(a) ～ (d)  ヒストコロン本体とホモジナイザー、(e)　様々なサンプルニーズに応じて作られたホモジナ
イザーのジェネレーター・シャフト

研究者とともに歩む、
産学連携のパイオニア
千葉県の中でも商業地区として栄える津田沼から私鉄新京成電鉄に乗って2駅、閑静な住宅地薬円台の一角に本社を構える株

式会社マイクロテック・ニチオンは、常に研究者との対話を繰り返しながら開発を行ってきた、理化学機器開発販売業界のいぶ

し銀的存在だ。66歳でもなお研究開発の現場に立つ本田周社長を中心に、製品へのこだわりと技術力の高さでユニークな存

在感を醸し出している。
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光計測機器（生物化学発光測定器、マイクロプレートリーダー）、画像計
測機器、粉粒体測定機器、ＦＡ・メカトロニクス機器、ソフト設計
［U R L］http://nition.com/

●この記事および製品に関するお問い合わせ
Tel 047-466-8186／ Fax 047-466-8190　

※1　Altered membrane structure and surface potential in homozygous 
hemoglobin C erythrocytes.
　Tokumasu F, Nardone GA, Ostera GR, Fairhurst RM, Beaudry SD, 
Hayakawa E, Dvorak JA.
　PLoS One. 2009 Jun 8;4(6):e5828.

医療現場で評価されて臨床での利用が進んでいる。

カスタムメイドマイスター
「ニーズにどう応じるかを考えながらものづくりをするの

が一番楽しい」と語る職人肌の本田氏がルミノメーターの

開発を始めたのは、機械的な面白さを感じたからだ。大学

時代に研究したレーザー関連のバックグランドを買われて

入社した海外理化学機器の輸入代理店で、光源を用いな

い光度計の存在を知る。それが、ルミノメーターだった。「機

械で光を測定する時は光源を用いるのが一般的だったわ

けですが、それを使わずに発光を計測できるという仕組み

が非常に面白いと感じました。それで、自分たちで作ってみ

ようということになりました」。生物発光装置が出回り始め

て間もない、35年近く前のことである。これまでに数々の

ニーズベースの仕様変更を行い、「そのお客様にしか売れな

かったものも多く存在します」と笑いながら機器のことを

振り返る。そんな研究開発の一端を同社のホームページ

で伺い知ることができる。試薬を自動で反応系に加えるシ

ステム、反応セルの温度制御機能といった機能に加え、N₂

やCO₂などの各種ガスをパージングした測定、沈降性の高

いサンプルに対応した撹拌機能、ストップドフローセル、φ7

～35㎜までの測定容器への対応、セル内に試薬や緩衝

液を循環させる機能、発光反応が早いサンプルを使ったフ

ローインジェクションやHPLCに対応したスパイラルフロー

機能など、同社のルミノメーターにはオリジナリティーの高さ

が際だつ。

研究者とともに成長する
「これからはより多くの研究者と交流しながら、我々の製

品を使ってもらう中で色 な々フィードバックをいただくこと

で私たちも成長し、よりよい製品を皆様に使っていただけ

るようにしていきたいですね」と同社専務本田雅秀氏は語

る。現在力を入れるゼータ電位測定装置はその試金石だ。

ゼータ電位とは、溶液にコロイド粒子などの別の相が接し

た時に、両者の間に生じる電位差を指す。元々は会社を設

立して間もない20年ほど前に、工学系研究者とのやり取り

から生まれた製品だ。工学系の研究者を対象として売り

始めた同製品だが、生命科学分野のアプリケーションも開

発され始めている。例えばマラリアに感染した人の赤血球

では、非感染者と比べた時にゼータ電位が変化することが

知られている。今年に入り、そのゼータ電位を測定するた

めに同社の測定装置「ZEECOM」を使用した学術論文※1

が、NIHの研究者から発表された。

「ZEECOMに関しても使用方法はもちろんのこと、我々

が思いつかないアプリケーションを研究者と一緒に開拓し

ていければと考えています」と口を揃える周、雅秀の両氏。

研究者とともに成長する。その意識があったからこそ、研

究者のアイデアと同社の高い技術力が化学反応を起こし、

新しいデータとニッチな市場を生んできたに違いない。こ

れからも同社は研究者の声を形にしていくだろう。

現在でも研究開発の現場に立つ代表取締役の本田周（ほんだ めぐる）氏と若
手研究者とともに会社もさらに成長していければと語る専務取締役の本田雅
秀（ほんだ まさひで）氏。




